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あ

る

。

↑

附

近

で

制

合

す

る

。

白

山

遊

記

に

久

踏

・

波

披

岐

と

し

ク
ル
ミ
チ
ヨ
ウ
胡
銚
町
金
持
の
町
内
o
昔
は
一
て
ゐ
る
の
は
是
で
あ
ら
う
o
黒
袋
崩
に
は
、
黒
ぼ
こ

味
噌
説
町
に
幽
し
、
一
沌
除
六
年
の
士
艇
に
吋
御
持
統
一
岩
と
抑
制
す
る
大
き
な
火
山
開
が
犯
す
る
。

合
腕
向
み
そ
ぐ
ら
町
』
な
ど
弘
同
地
え
る
。
明
治
四
年
一
タ
ロ
ウ
ヂ
黒
氏
一
万
ロ
胞
応
部
一
背
庄
に
鴎

四
周
上
胡
桃
町
・
下
胡
桃
町
と
講
ず
る
こ
と
に
し
た
一
す
る
部
活
。
天
正
入
年
十
一
周
サ
七
日
附
長
泌
飽
が

が
、
こ
の
町
れ
は
附
・
匙
の
黒
栴
橋
を
俗
に
グ
ル
ミ
総
一
樹
吉
右
衛
門
に
宛
て
弘
、
泉
地
村
.
の
代
官
磁
を
申
付

と
謀
っ
て
ゐ
た
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
o
一
け
る
と
あ
る
黒
地
も
是
で
あ
る
。

ク
ル
ミ
パ
シ
〈
る
み
穏

J
タ
ロ
ウ
メ
ヤ
パ
シ
ト
ク
ロ
ウ
ヂ
フ
カ
サ
ハ
泉
氏
深
還
付
加
W

鹿
島

票

総

陸

一

稿

。

十

州

仰

閉

品

川

叫

ん

の

内

の

小

手

。

タ

レ

ザ

カ

暮

援

問

.F.
榔
七
術
院
に
闘
す
る
部
一
ク
ロ
ウ
メ
ゾ
メ
.
黒
梅
染
J
ウ
メ
グ
メ
梅
染
o

w問

。

一

ク

ロ

ウ

メ

ヤ

黒

梅

屋

滞

初

以

来

の

和

国

家

で

、

タ
ロ
イ
シ
黒
石
羽
咋
郡
大
前
寺
か
ら
筏
す
る
一
昔
は
名
高
い
染
工
で
あ
っ
た
。
黒
梅
屈
は
初
め
金
制
印

有
付
。
抑
石
安
山
岩
の
分
解
し
た
も
の
で
、
動
閉
山
色
一
黒
梅
髭
鵠
附
近
に
住
し
、
滞
の
用
向
を
も
勤
め
て
隠

そ
呈
し
、
質
鍛
掛
川
で
あ
る
o

一
た
が
、
中
頃
鍛
冶
片
原
町
に
移
耐
押
し
、
後
十
三
間
町

タ
ロ
イ
ハ
祭
器
材
川
岡
京
榔
仁
停
郷
に
臨
に
阿
佐
し
た
o
金
持
町
曾
腕
醤
記
に
、
元
除
五
年
十

す
る
部
w
m
o
能
殺
か
れ
跡
志
に
寸
黒
岩
村
に
大
な
る
拠
↑
一
月
町
奉
行
和
川
小
右
衛
門
の
詮
議
訴
に
、
頭
取
鮒

あ
り
o
』
と
あ
っ
て
、
こ
の
拠
は
貯
水
地
の
訟
で
あ
展
共
之
内
黒
獅
底
治
左
衛
門
の
か
n
が
見
え
る
。
屋
蹴

る

。

は

黒

梅

梁

を

染

め

た

か

ら

起

っ

た

の

で

あ

る

が

、

こ

ク
ロ
イ
ハ
ジ
マ
黒
岩
島
郎
防
揃
白
山
仰
の
お
上
の
頃
は
も
は
や
そ
の
訟
が
断
絶
し
て
ゐ
た
。

に
あ
っ
て
、
大
島
・
小
島
に
わ
か
れ
る
。
能
叫
(
刊
誌
に
、
・
ク
ロ
ウ
メ
ヤ
バ
シ
黒
梅
屋
橋
金
持
橋
梁
記
に
、

白
比
古
跡
枇
は
岩
を
以
て
跡
慢
と
す
る
が
、
そ
の
像
『
く
る
み
ゃ
稿
、
一
味
附
縦
町
』
と
あ
っ
て
、
後
に
く
る

.hは
往
昔
岩
舟
に
来
っ
て
祭
器
ぬ
に
上
。
給
う
た
も
み
や
橋
或
は
く
る
み
.
織
と
呼
ぶ
の
は
、
黒
梅
田
庖
橋
を

の
で
あ
り
、
制
八
代
長
以
聞
の
舶
形
の
川
町
が
今
も
存
諮
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
は
大
手
町
の
樹
な
る
惣
構
畑
地

す
る
と
あ
る
。
こ
の
器
舟
の
あ
る
腕
を
器
舟
，
附
と
に
架
し
た
橋
で
あ
っ
た
。
昔
此
の
橋
爪
に
黒
栂
出
血
な

い
ふ
0

・
る
染
工
が
ゐ
た
か
ら
起
っ
た
か
円
で
あ
る
と
い
ふ
。
明

タ
ロ
イ
ハ
ジ
ヨ
ウ
黒
岩
城
臥
主
榔
mmお
に
あ
一
治
機
滞
の
後
版
協
を
改
め
て
土
織
と
し
た
が
、
そ
れ

っ
た
。
越
殺
到
…
一
一
州
芯
故
域
考
に
、
『
脂
製
村
の
近
村
も
今
は
存
せ
ぬ
。

黒
岩
に
も
、
仁
停
石
見
守
城
跡
と
い
ふ
腕
ぁ
。
。
賂
タ
ロ
カ
サ
シ
ョ
ウ
黒
鑑
定
笈
邸
紀
聞
に
、
江

揚
城
の
支
熊
な
る
か
。
』
と
あ
る
。
前
柑
庄
村
の
訟
を
苛
は
黒
笠
の
庄
と
い
う
た
と
儒
へ

ク
ロ
イ
ハ
ポ
ウ
ケ
祭
器
崩
白
山
市
J

搬
砂
防
官
・
る
と
あ
り
、
江
泊
志
稲
に
は
そ
れ
を
集
権
庄
に
作
る
。

齢
の
上
限
掛
か
ら
上
に
あ
っ
て
、
角
閃
安
山
岩
塊
の

-
L
か
し
黒
殺
に
し
て
も
黒
笠
に
し
て
も
、
こ
の
庄
蹴

恥
積
す
る
地
で
あ
る
。
街
市
瀬
撤
泉
か
ら
殺
る
滋
絡
は
文
献
に
見
常
ら
ぬ
。

と
柳
谷
川
に
沿
ふ
腕
翻
向
山
砂
防
遊
山
附
と
は
、
こ
の
一
タ
ロ
カ
ハ
黒
川

ク
ル
l

ク
ロ

羽
咋
榔
抑
水
大
お
庄
に
臨
す

、

る

部

務

。

隊

仕

せ

し

め

ん

と

謀

っ

た

が

、

加

賀

滞

に

於

い

て

も

ク
ロ
カ
ハ
黒
川
鳳
京
都
中
町
野
郷
に
臨
す
る
か
く
の
如
き
人
材
を
他
に
出
す
こ
と
を
彼
せ
ず
、
知

部
務
。
能
管
傷
跡
志
に
、
『
黒
川
村
近
し
o
新
助
と
て
次
は
滞
侯
前
川
狩
濃
に
紛
う
て
そ
の
侍
留
と
し
、
除

公
領
の
庄
屋
あ
り
o
よ
き
百
姓
也
o
』
と
あ
る
o
八
十
.hを
党
け
し
め
た
。
次
い
で
安
政
元
年
枇
術
館

ク
ロ
カ
ハ
イ
シ
黒
川
右
鳳
京
都
下
黒
川
に
援
の
聞
け
た
時
、
良
安
は
敬
授
録
制
持
方
と
な
b
、
回

す
る
石
材
。
ス
ヱ
マ
タ
石
と
も
務
す
る
o
安
山
岩
質
年
胞
内
務
に
随
作
し
て
江
戸
に
赴
き
、
幕
府
の
辞
許
制

凝
灰
岩
で
、
帯
鼠
草
色
の
石
基
中
に
、
抑
制
輩
・
黒
色
角
所
教
授
手
偲
と
な
0
、
務
か
ら
五
十
石
を
加
増
せ
ら

閃
石
践
の
諜
を
混
じ
、
質
は
務
脆
い
。
れ
、
文
久
一
一
一
年
軍
艦
御
用
を
策
ね
、
鹿
隠
元
年
舵
hw.

タ
ロ
カ
ハ
M
マ
ン
リ
ョ
ウ
黒
川
元
夏
初
め
町
皆
既
純
取
に
任
じ
、
一
一
一
年
卯
反
山
養
住
所
主
附
と
な
っ

と
し
て
外
科
の
治
療
に
従
ひ
、
公
事
場
御
用
を
勤
め
て
又
五
十
.
討
を
加
噌
せ
ら
れ
た
・
。
明
治
元
年
良
安
は

た
が
、
天
明
五
年
御
鴎
師
と
な
っ
て
十
人
扶
持
を
受
一
そ
の
子
誠
一
郎
を
仰
凶
に
留
摂
せ
し
め
ん
が
錫
持
び

け
、
寛
政
十
年
夏
に
十
人
扶
持
を
加
へ
ら
れ
た
。
子
一
長
崎
に
来
。
、
一
一
一
年
金
持
滞
陣

mmmの
教
師
に
任

採
元
値
・
挺
計
・
元
良
等
一
樹
織
い
だ
。
一
じ
、
四
年
燐
絡
の
wm
あ
る
や
八
月
之
を
酔
L
、抑制一後

ク
ロ
カ
ハ

g
a
ウ
セ
ン
黒
川
涜
泉
元
総
十
一
一
風
月
を
作
と
し
て
批
外
に
抱
迩
し
、
二
十
一
一
一
年
九
周

年
初
め
て
御
坊
主
と
な
り
、
事
保
十
九
年
御
坊
主
顕
一
什
入
日
七
十
四
放
を
以
て
夜
、
四
十
二
年
九
月
十
一

に
進
み
、
新
知
七
十
石
外
に
料
三
十
石
を
受
け
、
延
一
日
正
.K
依
を
泊
腕
せ
ら
れ
た
。
良
安
天
資
.
税
務
に
し

亭
四
年
三
用
夜
。
子
源
相
縫
い
で
滞
に
仕
へ
る
。
一
て
能
〈
衆
を
容
れ
、
努
獄
決
し
て
他
の
艇
を
言
ふ
こ

タ
ロ
カ
ハ
日
ヨ
ウ
ア
ン
黒
川
一
足
安
部
は
帰
。
一
と
な
く
、
自
ら
容
ず
る
こ
と
頗
る
問
主
で
あ
っ
た
。

践
は
蹄
捌
、
後
滞
侯
か
ら
自
然
の
慨
を
賜
は
っ
て
、
一
タ
ロ
カ
ベ
ヤ
マ
黒
盛
山
石
川
泌
一
一
一
小
牛
の
領

事
ら
そ
れ
を
用
ひ
た
。
矢
玄
関
は
越
中
新
川
郡
大
徳
一
山
で
あ
る
。
古
木
紫
茂
し
て
慨
腕
と
抑
制
せ
ら
れ
、
小

木
村
に
慢
を
密
ん
だ
が
、
文
化
十
四
年
二
居
間
十
一
一
一
耐
を
立
て
L
あ
っ
た
。
或
は
い
ふ
。
前
川
利
策
金
持

裁
で
長
崎
に
赴
き
、
良
安
も
之
に
従
う
て
胸
部
を
泌
一
入
城
の
際
、
本
丸
が
健
所
で
あ
っ
た
の
な
、
こ
の
山

詞
吉
崎
穣
之
助
に
受
け
た
。
天
保
五
年
玄
穏
は
業
を
一
に
務
ら
し
め
た
の
で
あ
る
と
。
明
治
以
後
山
聞
に
制

了
へ
て
郷
に
隠
っ
た
が
、
・
民
安
は
向
止
っ
て
慢
を
ジ
一
向
を
作
。
、
制
股
を
建
て
、
九
必
坊
椴
現
と
穂
L
て

I
ポ
ル
ト
に
感
び
、
曾
て
燐
の
製
法
を
設
問
し
た
こ
一
一
耽
躍
を
行
ふ
腕
と
L
た
が
、
同
六
年
淫
耐
と
し
て
破

と
が
あ
る
。
十
一
年
入
居
良
安
特
に
闘
に
就
か
ん
と
一
却
を
命
ぜ
ら
れ
、
神
い
で
一
一
一
十
山
川
一
年
金
持
の
天
台
宗

し
て
金
・
禅
を
過
ぎ
、
長
谷
川
猷
の
周
旋
に
よ
っ
て
背
一
禁
王
寺
が
そ
の
傍
に
移
っ
た
。

山
知
次
の
家
に
仕
へ
、
線
五
十
石
を
受
け
た
。
設
年
一
タ
ロ
力
ミ
ジ
ン
タ
ヤ
黒
髭
紳
批
臥
京
榔
上
代

良
安
大
援
の
緒
方
洪
一
階
の
勧
誘
に
よ
り
、
江
戸
に
出
一
に
銀
座
す
る
o
式
内
等
滋
枇
犯
に
、
『
黒
史
跡
枇
o
餓

て
坪
玄
関
遣
の
門
に
入
り
、
頭
脳
の
解
剖
を
行
恒
三
し
一
石
郷
.
上
上
代
村
地
内
一
鍍
鋲
座
。
或
m梼群F痢伊?司目一黒塁蝉

悦
人
を
鷲
ιかω
せ
た
。
こ
の
閥
に
松
代
の
佐
久
問
象
山
一
内
二
十
筒
村
之
惣
祉
也
。
d』
と
あ
h0γ
、
川
人
能
鷲
誌
に

と
相
識
。
、
迭
に
そ
の
江
戸
の
家
に
寓
し
て
彼
に
随
一
は
、
『
細
山
の
つ
ど
き
に
、
黒
髪
山
と
い
ふ
・
詞
鎖
h
h

山

鯨
を
教
へ
た
。
象
山
強
制
榊
措
か
ず
、
印
ち
松
代
務
に
一
一
土
の
赴
あ
り
o
』
と
見
え
る
。
今
餓
.hmm援
一
抑
駐
と
稼

ニ七一


